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日本スポーツ産業学会第34回大会開催される

第13回冬季学術集会開催予告
　第13回冬季学術集会は，次の予定で開催されますので，ご準備のほどよろしくお願いいたします．
〇期　日：2026年2月15日㈰
〇主催校：同志社大学　今出川校地
　　　　　　京都駅から地下鉄烏丸線国際会館行き（９分）「今出川」駅下車徒歩１分

左から�尾山　基会長，�
山本悦史氏
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　第34回大会は，2025年7月12日㈯と13日㈰に，びわこ成蹊スポーツ大学にて行われました．総入
場者数は191名（内有料参加者数：183名［正会員/賛助会員/法人会員：113名，学生会員：30名，非
会員一般：14名，非会員学生：26名］）となりました．これもひとえに，大会実行委員会の皆様及び
関係者の方々の多大なるご尽力の賜物と感謝申し上げます．
　尚，令和6年度の学会賞につきましては，『スポーツ産業学研究』第34巻第1号（2024年1月発行）
から第4号（2024年10月発行）に掲載された原著論文15編，研究ノート10編，フォーラム1編の合
計26編の中から選考の結果，学会賞1編が選出されました．7月12日の総会後に同会場にて令和6
年度学会賞授与式が行われ，尾山　基会長により賞状と副賞が授与されました．
〇学会賞論文（副賞：10万円）
　「プロスポーツクラブ経営におけるパートナーシップ形成・強化要因の質的分析：
　　　 オフィシャルパートナー企業の意思決定プロセスに注目して」
　　 山本悦史（新潟医療福祉大学），中西純司（立命館大学）共著　

［原著論文］（第34巻第2号掲載）
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　本年の「アイデアコンペ」には35件の応募があ
り，厳正な審査の結果選ばれた5件の発表者が当
日プレゼンし，スポーツ庁関係者，学会会長，学
会理事長ほかの審査を経て，次の結果となりまし
た．
　アイデアコンペ当日夕に開催された懇親会にて
審査結果が発表され，授与式が行われました．

〇スポーツ庁長官賞
　「スポーツすごろく駅伝旅
　　�－スポーツ×ローカル線イベントによる流動

人口増加－」
　　　麗澤大学スポーツビジネスゼミA
　　　　�風間佑徠　中村友翼　曽根和真　森川　

耀　清水颯太　井下佳織
（授与者：スポーツ庁審議官　橋場　健氏）

左から曽根和真氏，風間佑徠氏，橋場　健審議官

〇日本スポーツ産業学会会長賞
　「まわれ酒蔵　千鳥足マラソン！
　　�～滋賀を味わいつくす　美酒と美食のアドベ

ンチャー～」
　　　大阪成蹊大学教員有志チーム
　　　　�藤田大雪　小島大輔　青野桃子　東出加

奈子　菅　文彦
　　　（授与者：藤沢久美理事長）

　尚，最終プレゼンまで進んだ他の3件は次の通
りです．
　・�「外来魚駆除スポーツフィッシング～フード

型SDGｓによる地域振興～」

　　　中京大学スポーツ科学部　草薙ゼミナール
　　　　�福榮美紅　福浦匠翔　芳賀　凜　山田莉

帆　斉藤ななみ　
　・�「視覚障がいを持つスポーツファンを対象と

した新たな現地試合観戦スタイルの考案」
　　　中京大学スポーツ科学部　草薙ゼミナール
　　　　�中川陽喜　玉井大瑛　高野沙耶香　稲垣

雄大　海藤龍之介
　・�「スポーツ×まちづくりで少子化を解決する

コミュニティスポーツビジネス」
　　　同志社大学二宮研究室チームⅠ
　　　　谷本　琳 　山口広陽 　上田夏鈴

第72回理事会報告第72回理事会報告
日時：2025年7月12日㈯11時30分〜12時50分
場所：びわこ成蹊スポーツ大学
　　　中央棟3階　会議室
出席者（敬称略）：
　会　　長　尾山　基，平田竹男
　理 事 長　藤沢久美
　副理事長　中村好男
　理　　事　�芦立　訓，池田　弘（代理：佐藤雄

太郎），勝見文一，児玉ゆう子，佐
野毅彦，高橋義雄，武内紀子，間野
義之，三木谷浩史（代理：伊藤　
洋），水野明人（代理：村田一雄），
水野利昭

　監　　事　得田進介

第34回大会アイデアコンペ　受賞結果について

左から藤田大雪氏，藤沢久美理事長



－ 3－

オブザーバー：
　運営委員　�石黒えみ，上林　功，遠藤華英，小

木曽湧，菅　文彦，庄子博人，田中
弘一，束原文郎，波多野圭吾，林悠
太，藤岡成美，藤本淳也，舟橋弘晃，
丸　朋子

　スポーツ庁　吉屋拓之

　藤沢久美理事長による開会宣言後，尾山　基会
長，平田竹男会長，吉屋拓之氏より挨拶がなされ
た．
　理事会の成立（出席者13人（含代理出席），委
任状提出者6人）が確認され，議事録署名人とし
て児玉ゆう子理事，高橋義雄理事が指名された．

議題１）第71回理事会議事録確認
　第71回理事会議事録（資料1）が確認され承認
された．

議題２）2024年度事業報告書について
　藤沢久美理事長の指名により，資料に基づき
2024年度事業報告が間野義之理事（運営委員長）
からなされ，承認された．

議題３）2024年度収支決算報告書（案）
　藤沢久美理事長の指名により，資料に基づき
2024年度収支決算報告が間野義之理事（運営委員
長）からなされ，監事より監査報告書に基づき監
査の結果は妥当であると報告された．2024年度収
支決算報告書は承認された．

議題４）2025年度事業計画（修正案）
議題５）2025年度収支予算書（修正案）
　議題4と議題5は同時に提案された．藤沢久美
理事長の指名により，資料に基づき2025年度事業
計画と2025年度収支予算書の修正案が間野義之理
事（運営委員長）から提案された．
　併せて，議題9「その他」にある学会誌検討
ワーキンググループ（WG）からの報告が，児玉
ゆう子理事よりなされた．前回理事会では，学会
の収支状況に鑑み学会誌を印刷するかしないかを
総合的に検討するため，児玉ゆう子理事を委員長
とするWGが立ち上がることとなっていた．児玉
ゆう子理事から，WGにて「掲載内容の見直し，

掲載料および投稿料の見直しを実施することで，
2026年度以降も紙媒体での発行が可能である」と
判断された旨が報告された．これを受けて，児玉
ゆう子理事から2026年度以降の紙媒体での学術誌
発行や掲載内容の見直し，掲載料及び投稿料の見
直しが提案され，承認された．
　本承認を受け，2025年度収支予算書は前回理事
会に提出した予算通りとし，2025年度事業計画と
2025年度収支予算書は承認された．

議題６）役員・運営委員の改選について
　藤沢理事長から資料に基づき理事及び運営委員
の改選案が提案され，勝見文一氏，佐々木卓氏の
2名の理事の追加が承認された．昨年7月に理事
に就任した芦立　訓理事，新理事の勝見文一理事
から挨拶がなされた．
　藤沢久美理事長より，間野義之運営委員長の辞
任の意向を受けた旨が報告され，間野理事から退
任の挨拶がなされた．
　※追記：�当日18時15分より開催の第35回総会に

て，藤沢理事長より指名を受けた高橋
義雄理事が運営委員長に就任した．

議題７�）「スポーツ産業学研究」投稿規定の改定
について

　藤沢久美理事長の指名により，資料に基づき，
児玉ゆう子理事（編集委員会委員長）から「ス
ポーツ産業学研究」投稿規定の改定が提案され，
承認された．

議題８）第35回大会（2026年）の開催について
　藤沢久美理事長の指名により，藤本淳也運営委
員（大会担当）より次回第35回学会大会が2026年
7月頃に中京大学で開催する案が提案され，承認
された．また，大会実行委員長の舟橋弘晃運営委
員からも挨拶がなされた．

議題９）その他
◦「学会誌検討ワーキンググループからの報告」
は，議題4と議題5に記載した通りである．
◦来年2月に予定されている冬季学術集会にて，
次回理事会も同時に開催されることが確認され
た．
◦当日の総会にて令和6年度学会賞1件の授与式
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が行われることが確認された．

　藤沢久美理事長の閉会宣言により理事会を終了
した．

　日本スポーツ産業学会第35回総会は，2025年7
月12日㈯18時15分よりびわこ成蹊スポーツ大学中
央棟2階にて開催された．

１．総会の出席者
　第35回総会は，正会員51人の出席，29人の委任
状により成立した．

２．議事の運営
　総会は，藤本淳也運営委員（運営委員会大会委
員長）の開会宣言および司会で開催され，平田竹
男会長の挨拶がなされた．議長には正会員から上
林　功会員が推挙され，議事が進められた．議案
及び審議概略は以下の通りである．

３．議題
１）2024年度事業報告
　議長の指名により，間野義之理事（運営委員
長）より資料１に基づき2024年度事業についての
説明がなされ承認された．

２）2024年度収支決算書
　議長の指名により，間野義之理事（運営委員
長）より，資料２に基づき2024年度収支決算につ
いての説明がなされ，続いて監事より会計及び業
務の監査報告がなされ，承認された．

３）2025年度事業計画　

第35回総会報告第35回総会報告

４）2025年度収支予算書
　2025年度事業計画と2025年度収支予算書が一括
審議された．議長の指名により，間野義之理事�
（運営委員長）より，資料３と資料４に基づき
2025年度事業計画と2025年度収支予算書の説明が
なされ，承認された．

５）役員・運営委員の改選について
　議長の指名により，藤沢理事長から資料に基づ
き理事及び運営委員の改選案が提案され，勝見文
一氏，佐々木卓氏の2名の理事の追加が承認され
た．昨年7月に理事に就任した芦立　訓理事，新
理事の勝見文一理事から挨拶がなされた．併せて，
藤沢久美理事長より，間野義之運営委員長の辞任
の意向を受けた旨が報告され，新しい運営委員長
として高橋義雄理事が提案され，承認された．新
運営委員長の高橋義雄理事から挨拶がなされた．
（修正改選リストは資料６）

６�）「スポーツ産業学研究」投稿規程の改訂につ
いて
　議長の指名により，児玉ゆう子理事（編集委員
会委員長）より，資料5に基づき，投稿時の分量
上限，掲載料および非会員の投稿料の事項に関す
る改定が提案され，承認された．

７）第35回大会（2026年）の開催について
　議長の指名により，藤本淳也運営委員（大会委
員長）より7月中に中京大学で開催されることが
提案され，承認された．続いて，大会実行委員長
の中京大学の舟橋弘晃先生より挨拶がなされた．

８）その他
　追加の議題等はなし．

　議長の閉会宣言により，総会は閉会した．
以上
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　2024年度の実施事業は以下の通りである．
１．学会組織の整備・充実・運営に関する事業
⑴会議の開催
◦第34回総会を開催した（2024年7月6日，於・
東洋大学赤羽台キャンパス）．
◦第70回理事会を開催した（2024年7月6日，�
於・東洋大学赤羽台キャンパス）．
◦第71回理事会を開催予定（2025年2月11日，�
於・福山大学社会連携推進センター）．
◦運営委員会を3回開催した（2024年6月14日，
2024年9月6日，2025年1月20日，於・オンラ
イン）．

⑵事務局機能の整備・充実
◦ウェブサイト（https://spo-sun.gr.jp/）を活用
した情報発信を行った．
◦会員管理システムの運用を継続中．

⑶会員の維持・拡充
◦会員数（2025年3月31日現在）は以下の通りで
あった．
＊正会員569名（前年度比2名増）
＊学生会員103名（前年度比1名減）
＊法人会員10団体（前年度比増減無し）
　　�㈱梓設計，※APAMAN㈱，岩崎電気㈱，コ

トブキシーティング㈱，※佐賀県，㈱ジャパ
ン・スポーツ・マーケティング，大成建設㈱，
㈱竹中工務店，ブリッド㈱，三菱UFJリサー
チ＆コンサルティング㈱　

　　※�24年度入会（退会：アビスパ福岡㈱，㈱
トーガシ）

＊賛助会員13団体（前年度比1団体減）
　　�㈱アシックス，㈱井上ビジネスコンサルタ

ンツ，㈱コングレ，㈱CyberZ，公益社団
法人スポーツ健康産業団体連合会，セノー
㈱，㈱デサント，㈱電通，一般社団法人日
本スポーツ用品工業協会，㈱HOKUETSU 
PLANETS，ミズノ㈱，㈱横浜国際ゴルフ倶
楽部，楽天グループ㈱

� （退会：㈱WOWOW）

２．出版事業
⑴学会誌
◦学会誌『スポーツ産業学研究』を以下の通り発
行した．
　＊�第34巻第2号（2024年4月1日；原著論文3

編，研究ノート3編，第32回大会アイデアコ
ンペ　入選論文1編，スポーツ政策学生会議
（SPJ）2023受賞論文4編）

　＊�第34巻第3号（2024年7月1日；原著論文3
編，研究ノート3編）

　＊�第34巻第4号（2024年10月1日；原著論文6
編，研究ノート4編，スポーツ関連大学の入
試情報一覧（2024年度））

　＊�第35巻第1号（2025年1月1日；フォーラム
1編，原著論文3編，研究ノート1編，第33
回大会アイデアコンペ入選論文4編，第33回
大会アイデアコンペ　ポスター発表論文5
編）

　＊�学会誌『スポーツ産業学研究』（第34巻第
2号～第4号，第35巻第1号）の掲載論文
を科学技術情報発信・流通総合システム
（J-STAGE）にて公開した．

⑵学会ニュース
◦『学会ニュース』No.129からNo.132を，それぞ
れ学会誌第34巻第2号から第35巻第1号と合本
して発行し，さらにウェブサイトに掲載した．

⑶情報誌
◦情報誌『Sports Business & Management Re-
view』を以下の通り発行した．
　＊第30号（2024年4月1日）
　＊第31号（2024年7月1日）
　＊第32号（2024年10月1日）
　＊第33号（2025年1月1日）
◦情報誌『Sports Business & Management Re-
view』の版面を学会ホームページにアップし
た．

⑷Webジャーナル
◦Webジャーナル『Sports Business Online』を

（資料－１）

2024年度事業報告
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刊行した．

３．学会大会の開催
⑴学会大会
◦第33回大会（2024年7月6日㈯～7日㈰，会場・
東洋大学赤羽台キャンパス，実行委員長・谷塚
哲氏）を開催した．
　�参加申込者数：183名（うち有料参加者150名�
［正会員93名，学生会員27名，非会員一般10名，
非会員学生20名］）
　＊�大会テーマ「スポーツビジネス×ソーシャル

マーケティング～スポーツで社会課題を解決
できるのか？～」

　＊�基調講演「スポーツビジネスにおけるソー
シャルマーケティング～地域・社会課題解決
型スポーツビジネスの実践と展開～」

　　　�渋谷　順氏（㈱スマートバリュー代表執行
役社長／㈱One Bright KOBE代表取締役
社長）

　　　〈司会〉�谷塚　哲（第33回大会実行委員長
／東洋大学健康スポーツ科学部講
師）

　＊実行委員会企画シンポジウム１
　�「スポーツビジネスにおけるソーシャルマー
ケティング～実践・学術の両視点から科学す
る～」

　　〈Re-CUPプロジェクト〉
　　　�浅野英朗氏（トヨタアルバルク東京㈱経営

企画部）
　　　�三木逸平氏（東洋製罐グループホールディ

ングス イノベーション推進室）
　　〈Be with all事業〉
　　　�岩沼聡一郎氏（スペシャルオリンピックス

日本 理事／帝京科学大学教育人間科学部 
准教授）

　　　�志村健一氏（東洋大学福祉社会デザイン学
部 教授） 

　　〈学術〉
　　　�井上雄平氏（Manchester Metropolitan Uni-

versity, Professor）
　　　�モデレーター　山下　怜（東洋大学健康ス

ポーツ科学部 准教授） 
　＊学会本部企画シンポジウム２
　　�「スポーツを通じた社会連携活動の社会的価

値の創出と社会的インパクトの評価」
　　〈パネリスト〉
　　　�松尾博一氏（国立大学法人筑波大学体育系

助教）
　　　�小澤正風氏（㈱大分フットボールクラブ代

表取締役）
　　　�西脇智洋氏（SPORTFIVE, Sponsorship 

Sales Japan, Vice President）
　　〈指定討論者〉
　　　�平田竹男氏（日本スポーツ産業学会 会長

／早稲田大学スポーツ科学学術院 教授）
　　〈モデレーター〉
　　　�塚本拓也（帝京大学経済学部経営学科 准

教授）
　＊アイデアコンペ
　　〇�スポーツ庁長官賞・日本スポーツ産業学会

会長賞
　　　�「“簡易型更衣テント”による女性スポーツ

実践者の増加を目指した簡易型更衣テント
の販売方法の実践 ! ! !」

　　　�中京大学　草薙ゼミナール　簡易型更衣テ
ントチーム

⑵冬季学術集会
◦第12回冬季学術集会（2025年2月11日（火・祝））
を開催した．
会場：学校法人福山大学社会連携推進センター
主管：福山平成大学（実行委員長：河野　洋）
参加者数：105人
▷シンポジウム
　　�テーマ：「広島から考える，スポーツ産業と

地域との関わり」
　　講演者：
　　森重圭史氏（㈱サンフレッチェ広島）
　　坂本大蔵氏（一般社団法人しまなみジャパン）
　　橋本慎吾氏（福山ローズファイターズ）
　　ファシリテーター：
　　藤本倫史氏（大阪経済大学）
　▷ランチタイム企画
　　�テーマ：「広島・縫製工場発『スポーツ×アッ

プサイクル』」
　　�講演者：高橋伸英氏（八橋装院㈱ 代表取締役）
　▷�リサーチ・カンファレンス2025（研究発表数：

36題）
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　　�日本スポーツ産業学会賞（若手研究者育成
セッション：大学院生）
◎�篠原航介（筑波大学大学院　人間総合科学
学術院　人間総合科学研究群　体育学学位
プログラム）
「項目反応理論による走高跳はさみ跳び動
作技能の絶対評価基準の作成」　
〇�奨励賞　安井賢佑（同志社大学大学院 ス
ポーツ健康科学研究科）
「プロスポーツ観戦が健康関連指標とチー
ムアイデンティフィケーションに与える影
響－大学生を対象としたランダム化比較試
験－」
笹川スポーツ財団賞（卒論セッション：学部
4年生）
◎�新谷颯太（福山平成大学 福祉健康学部 健
康スポーツ科学科）
「ＪリーグおよびＢリーグのチーム経営と
地方自治体の財政力に関する研究」　
〇�奨励賞　早川茉美（同志社大学 スポーツ
健康科学部 スポーツ健康科学科）
「若年女性におけるSNS上の上方比較が運
動習慣に及ぼす媒介因子の検討」　
笹川スポーツ財団賞（ジュニアセッション：
学部１～3年生）
◎�泉　海斗（桐蔭横浜大学 スポーツ科学部 
スポーツ健康科学科）
「大学生から未来のダイバーを発掘 ：ライ
フスタイルデータと機械学習を用いた予測
モデルの構築」　
〇�奨励賞　田中　蓮（九州産業大学 人間科
学部 スポーツ健康科学科）
「バーチャルスポーツの心理的効果につい
ての研究」　　

４．セミナー等の開催
⑴スポーツ産業アカデミー
◦スポーツ産業アカデミーを4回開催（オンライ
ン）した．
＊「メタバースで生み出す新しいスポーツ体験」
　　開催日：2024年4月9日㈫

登壇者：�田治　輝氏（㈱NTT DATA, Inc. 
デジタルアセット本部）  

参加者数：21名／参加申込者数：27名

＊「パラリンピアンとして生き，今思うこと」
開催日：2024年5月14日㈫
登壇者：�狩野　亮氏（㈱マルハン及び一般社

団法人SPICE. F 代表理事）
参加者数：7名／参加申込者数：17名
＊「NTTドコモのスポーツビジネス」
開催日：2024年6月11日㈫
登壇者：�秋田祐規氏，鹿内賢吾氏，土橋央暉

氏（㈱ドコモ・インサイトマーケ
ティング） 

参加者数：43名／参加申込者数：46名
＊�「ファイターズが描く事業戦略～エスコン
フィールドを通じた共同想像空間の構築～」
開催日：2024年7月9日㈫
登壇者：�伊藤直也氏（㈱ファイターズスポー

ツ&エンターテイメント　執行役員
事業統轄本部コンシューマー統括部
統括部長） 

参加者数：52名／参加申込者数：55名
　　　　
⑵スポーツビジネスジャパン（SBJ）
◦昨年度に引き続きリアル開催として，「スポー
ツビジネスジャパンコンファレンス2025」を，
以下の日程で開催した．
　　会場は，未来をつくる杉並サイエンスラボ
「IMAGINUS（イマジナス）」 ．
　［Business Day］2月6日㈭，7日㈮
　　→�スポーツビジネスに関わる方向けのコン

ファレンスを開催．
テーマ：「スポーツビジネスによる地域活
性の可能性と未来へのDX」
2日間　計9セッションに7社が協賛．
300名の参加を見込む．

　［Public Day］2月8日㈯
　　→�一般の方を対象とした参加型のスポーツ体

験イベントを開催．
パラスポーツ：ボッチャ（協力 杉並区ス
ポーツ振興財団）
アーバンスポーツ：パルクール（協力 ス
トラグル）
スポーツDX：シューティングマシン（協
力 molten）
※全て参加費無料
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◦椙山女学園大学 happyな生理へ
「学生アスリート×指導者が共に考える『生
理』」
◦神奈川大学 大竹ゼミチームＡ
「不規則勤務者の睡眠不足改善を目指して」
◦東海学園大学 井澤ゼミ
「やめちゃうなんてもったいない！若年層
のスポーツ実施率向上計画」
◦武庫川女子大学 むこちゃんずＢ
「お残しは許しまへんでぇ！」
◦高崎経済大学 田中ゼミチームＫ
「スポーツイベントによる運動機会の創出」
◦麗澤大学 大沼ゼミ
「ペットボトルリサイクルによるスポーツ
環境整備の可能性」
◦日本体育大学 日比野幹生ゼミＢ
「プラスチックゴミ海洋流出削減計画」
◦神奈川大学 大竹ゼミチームＥ
「テレワーク推進等の低下の問題」
〇協賛社特別賞
◆笹川スポーツ財団賞
◦日本体育大学 日比野幹生ゼミＢ
「プラスチックゴミ海洋流出削減計画」
◆ブカツ未来アクション　論文賞
◦神奈川大学 チームＢ
「学生アスリートの将来を考えるために」
◆�ブカツ未来アクション　プレゼンテーショ
ン賞
◦日本体育大学 日比野幹生ゼミＤ
「発達障害だから，なに？」
◆協栄賞
◦神奈川大学 チームＤ
「日本版スポーツベッティング『壱-BET』」
◆PwCコンサルティング賞
◦立命館大学 Ritsumei AC
「スポーツベッティングにおける安全性の
向上を図る」
◆FORUM8デジタル賞
◦新潟医療福祉大学 山本ゼミ
「シェアリングエコノミーを活用したプロ
スポーツ観戦体験」
〇学生投票結果
第１位
◦一橋大学 岡本ゼミチームＳ

⑶スポーツ政策学生会議（SPJ）2024 
◦Sport Policy for Japan 2024（2024年10月19日
㈯，20日㈰（於：明治大学駿河台キャンパス　
対面とオンラインのハイブリッド形式）を開催
した．
＊�参加：
▪�参加チーム数：76チーム（内，完全オンラ
イン参加：10，対面＋オンラインのハイブ
リッド参加：4）
▪�参加大学数：31大学（内，オンライン参
加：4校，対面＋オンラインのハイブリッ
ド参加：2校）
▪参加学生数：406名
＊受賞結果
〇最優秀賞・スポーツ庁長官賞
◦亜細亜大学 石黒ゼミチームＡ
「『デイフット』プロジェクト」
〇優秀賞（決勝進出）
◦一橋大学 岡本ゼミチームＳ
「『あゆみ』を使ってひきこもりを解決」
◦亜細亜大学 石黒ゼミＢ
「環境配慮特化型フィットネスの提案」
◦山口大学 西尾ゼミ Ａチーム
「３愛マニュアルで交流できる社会へ」
◦立教大学 松尾ゼミ
「中山間地域の子どもから日本を元気に」
◦桐蔭横浜大学日比野暢子研究室Ｂ
「スポーツの『みる』に着目した産後ケア
の提案」
〇優秀賞
◦亜細亜大学 石黒ゼミＣ
「保護犬・保護猫との共生社会に向けての
取り組み」
◦東洋大学 山下ゼミＡ
「女子児童生徒の将来の夢実現へ」
◦明治大学 高峰ゼミ スポーツ班
「大学女子スポーツはなぜ発展しないのか」
◦東北学院大学 天野ゼミ
「スタジアムのサードプレイス化」
◦日本体育大学 日比野幹生ゼミＣ
「スポーツ×環境問題」
〇特別賞
◦武庫川女子大学 むこちゃんずＡ
「ゴミ置きっぱなしにしたらあかん！」
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○学会賞論文…副賞10万円
「スポーツ産業分析用産業連関表の作成」
川島　啓（釧路公立大学），
庄子博人（同志社大学）共著［原著論文］（第
33巻第2号掲載）

○奨励賞論文…副賞5万円
「アスリートアドボカシーに対する人々の反応：
献身性と適合性がもたらす影響」
小木曽　湧（東洋大学），舟橋弘晃（中京�
大学），間野義之（早稲田大学）共著［原著
論文］（第33巻第2号掲載）

◦次年度第35回総会後に授与が予定されている学
会賞の候補論文を選考した．

６．出版企画
◦スポーツ産業教育推進プロジェクト推進委員会
を7回開催した．
◦「スポーツ産業学入門」を刊行した．

７．その他
　なし

「『あゆみ』を使ってひきこもりを解決」
第２位
◦亜細亜大学 石黒ゼミＢ
「環境配慮特化型フィットネスの提案」
第３位
◦桐蔭横浜大学日比野研究室Ｂ
「スポーツの『みる』に着目した産後ケア
の提案」

⑷スタジアム・アリーナ視察ツアー事業
◦スタジアム・アリーナ視察研究会を2024年11月
9日㈯～ 11日㈪に長崎スタジアムシティにて
開催した．
　参加者数：20名

⑸専門分科会
◦スポーツ産業史専門分科会に補助した．

５．表彰事業
◦第34回総会（東洋大学：2024年7月6日）後に
同会場で学会賞授与式を行った．
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（資料－２）
2024年度収支決算報告書

（2025年３月31日現在）

科　　　　目 予 算 額 実　　績 実績－予算
１．入会金収入 90,000 93,000 3,000
ａ. 入会金収入 90,000 93,000 3,000
２．会費収入 7,140,000 7,005,000 △135,000
ａ. 正会員会費収入 3,700,000 3,891,000 191,000
ｂ. 学生会員会費収入 140,000 214,000 74,000
ｃ. 法人会員会費収入 700,000 500,000 △200,000
ｄ. 賛助会員会費収入 2,600,000 2,400,000 △200,000 ※
３．寄付金・補助金収入 0 50,000 50,000
ａ. 寄付金・補助金収入 0 50,000 50,000
４．販売品収入 1,930,000 2,618,000 688,000
ａ. 掲載料・論文抜き刷り代金 1,800,000 2,450,000 650,000
ｂ. 図書等販売収入 130,000 168,000 38,000
５．学会大会収入 1,600,000 1,473,000 △127,000
ａ. 参加費収入 900,000 932,000 32,000
ｂ. 協賛金収入 300,000 200,000 △100,000

ｃ. 懇親会費収入 300,000 291,000 △9,000

d. その他 100,000 50,000 △50,000
６．冬季学術集会収入 100,000 93,000 △7,000
ａ. 参加費収入 0 0 0
ｂ. リサーチ・カンファレンス協賛金収入 100,000 93,000 △7,000
７．事業収入 2,580,000 4,044,000 1,464,000
ａ. セミナー事業収入 100,000 548,000 448,000
ｂ. Sport Policy for Japan事業収入 2,240,000 3,496,000 1,256,000
ｃ. その他 240,000 0 △240,000
８．雑収入 100 5,488 5,388
ａ. 預金利息 100 5,488 5,388
ｂ. 雑収入 0 0 0

当 期 収 入 合 計 13,440,100 15,381,488 1,941,388

　

　
（収入の部）� （単位：円）
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（支出の部）	 （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 実　　績 実績－予算

１．学会組織の整備拡充費 1,040,000 1,136,801 96,801
ａ． 理事会会議費 40,000 122,567 82,567
ｂ． 運営委員会会議費 50,000 0 △50,000
ｃ． システム関連費 950,000 1,014,234 64,234
ｄ． 広報活動費 0 0 0
２．出版事業費 6,150,000 6,402,975 252,975
ａ． 学会誌印刷・製本費 3,800,000 3,883,759 83,759
ｂ． 学会誌編集費 400,000 318,270 △81,730
ｃ． 情報誌製作費 1,200,000 1,618,880 418,880
ｄ． 発送費 750,000 582,066 △167,934
３．学会大会開催費 1,610,000 1,532,762 △77,238
ａ． 会場費 150,000 0 △150,000
ｂ． 懇親会費 300,000 241,853 △58,147
ｃ． 印刷費 400,000 462,957 62,957
ｄ． 講師関係費 200,000 414,874 214,874
ｅ． 外国人講師関係費 0 0 0
ｆ． 事業費 30,000 0 △30,000
ｇ． 事務局費 500,000 413,078 △86,922
ｈ． 予備費 30,000 0 △30,000
４．冬季学術集会開催費 510,000 583,517 73,517
ａ． 会場費 100,000 0 △100,000
ｂ． 昼食会費 50,000 2,200 △47,800
ｃ． 印刷費 100,000 95,524 △4,476
ｄ． 事務局経費 100,000 231,027 131,027
ｅ． 事業費 160,000 254,766 94,766
５．事業費 3,186,133 3,386,897 200,764
ａ． セミナー事業費 50,000 541,200 491,200
ｂ． カンファレンス事業費 50,000 0 △50,000
ｃ． 専門分科会事業費 20,000 20,000 0
ｄ． Sport Policy for Japan事業費 2,626,133 2,825,697 199,564
ｅ． その他事業費 440,000 0 △440,000
６．国際交流事業費 0 0 0
ａ． 海外研究者招聘費 0 0 0
７．表彰事業費 120,000 158,800 38,800
ａ． 学会賞表彰事業費 120,000 158,800 38,800
８．事務局管理費 4,130,000 3,928,120 △201,880
ａ． 交通費 200,000 83,490 △116,510
ｂ． 消耗品費 200,000 117,688 △82,312
ｃ． 通信費 300,000 276,778 △23,222
ｄ． 人件費 3,400,000 3,434,540 34,540
ｅ． 雑費 30,000 15,624 △14,376
９．予備費 0 0 0
ａ． 予備費 0 0 0
ｂ． 特別プロジェクト研究費 0 0 0

当　期　支　出　合　計 16,746,133 17,129,872 383,739
当　期　収　支　差　額 △3,306,033 △1,748,384 1,557,649
前 期 繰 越 金 11,881,653
次　期　繰　越　金 10,133,269

※2025年度分の100,000円が当期に入金されている
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３．学会大会の開催
⑴学会大会
◦第34回学会大会（2025年7月12日㈯～13日㈰
会場・びわこ成蹊スポーツ大学）

⑵冬季学術集会
◦第13回冬季学術集会（2026年2月予定）

４．研究会，講演会，公開講座等の開催
⑴スポーツ政策学生会議（SPJ）の開催
⑵スポーツビジネスジャパン（SBJ）の開催
⑶スタジアム・アリーナ視察ツアー事業の開催
春期に「神戸アリーナ」，夏期に「愛知県
立体育館」，秋期に「TOYOTA ARENA 
TOKYO」の視察研究会を開催予定．
⑷出版企画
「スポーツ産業学シリーズ（タイトル未定）」
を販売予定．
⑸専門分科会への補助

５．表彰事業
◦学会賞の表彰
◦学会賞候補論文の選考

６．その他
◦産学連携事業の推進
◦他団体主催イベントへの後援・協力

１．学会組織の整備・充実・運営
⑴会議の開催
◦総会（第35回）
◦理事会（第72・第73回）
◦運営委員会（2～3回の予定）
⑵学会の広報
◦�ウェブサイト（https://spo-sun.gr.jp/）の活
用・充実
◦展示会等への出展
◦その他の広報活動
⑶事務機能の強化
◦システムの更新
　　�〔参考〕正会員569人，学生会員103人，法人

会員10団体，賛助会員13団体
（2025年3月末現在）

２．機関誌，会報等の発行
⑴学会誌の発行
◦『スポーツ産業学研究』（第35巻第2号～第4
号，第36巻第1号）
◦『スポーツ産業学研究』掲載論文を「科学技
術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）
にて公開（第35巻第2号～第4号，第36巻第
1号）

⑵情報誌の発行・Webジャーナルの発行
◦『Sports Business & Management Review』
（No.34 ～ No.37）
◦『Sports Business Online』

（資料－３）

2025年度事業計画
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（資料－４）
2025年度収支予算書

（2025年４月１日～ 2026年３月31日）

科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額
１．入会金収入 90,000 90,000 0
ａ. 入会金収入 90,000 90,000 0
２．会費収入 6,670,000 7,140,000 △470,000
ａ. 正会員会費収入 3,700,000 3,700,000 0
ｂ. 学生会員会費収入 170,000 140,000 30,000
ｃ. 法人会員会費収入 500,000 700,000 △200,000
ｄ. 賛助会員会費収入 2,300,000 2,600,000 △300,000
３．寄付金・補助金収入 0 0 0
ａ. 寄付金・補助金収入 0 0 0
４．販売品収入 1,830,000 1,930,000 △100,000
ａ. 掲載料・論文抜き刷り代金 1,700,000 1,800,000 △100,000
ｂ. 図書等販売収入 130,000 130,000 0
５．学会大会収入 1,600,000 1,600,000 0
ａ. 参加費収入 900,000 900,000 0
ｂ. 協賛金収入 300,000 300,000 0

ｃ. 懇親会費収入 300,000 300,000 0

d. その他 100,000 100,000 0
６．冬季学術集会収入 100,000 100,000 0
ａ. 参加費収入 0 0 0
d. リサーチ・カンファレンス協賛金収入 100,000 100,000 0
７．事業収入 3,760,000 2,580,000 1,180,000
ａ. スタジアム・アリーナツアー事業収入 960,000 100,000 860,000
ｂ. Sport Policy for Japan事業収入 2,800,000 2,240,000 560,000
ｃ. その他 0 240,000 △240,000
８．雑収入 800 100 700
ａ. 預金利息 800 100 700
ｂ. 雑収入 0 0 0

収 入 合 計 14,050,800 13,440,100 610,700

　

　
（収入の部）� （単位：円）
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（支出の部）	 （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額

１．学会組織の整備拡充費 1,070,000 1,040,000 30,000
ａ． 理事会会議費 120,000 40,000 80,000
ｂ． 運営委員会会議費 0 50,000 △50,000
ｃ． システム関連費 950,000 950,000 0
ｄ． 広報活動費 0 0 0
２．出版事業費 5,920,000 6,150,000 △230,000
ａ． 学会誌印刷・製本費 3,800,000 3,800,000 0
ｂ． 学会誌編集費 320,000 400,000 △80,000
ｃ． 情報誌製作費 1,200,000 1,200,000 0
ｄ． 発送費 600,000 750,000 △150,000
３．学会大会開催費 1,760,000 1,610,000 150,000
ａ． 会場費 100,000 150,000 △50,000
ｂ． 懇親会費 300,000 300,000 0
ｃ． 印刷費 500,000 400,000 100,000
ｄ． 講師関係費 200,000 200,000 0
ｅ． 外国人講師関係費 0 0 0
ｆ． 事業費 30,000 30,000 0
ｇ． 事務局費 600,000 500,000 100,000
ｈ． 予備費 30,000 30,000 0
４．冬季学術集会開催費 510,000 510,000 0
ａ． 会場費 100,000 100,000 0
ｂ． 昼食会費 50,000 50,000 0
ｃ． 印刷費 100,000 100,000 0
ｄ． 事務局経費 100,000 100,000 0
ｅ． 事業費 160,000 160,000 0
５．事業費 4,360,000 3,186,133 1,173,867
ａ． スタジアム・アリーナツアー事業 1,340,000 50,000 1,290,000 ※
ｂ． カンファレンス事業費 0 50,000 △50,000
ｃ． 専門分科会事業費 20,000 20,000 0
ｄ． Sport Policy for Japan事業費 3,000,000 2,626,133 373,867
ｅ． その他事業費 0 440,000 △440,000
６．国際交流事業費 0 0 0
ａ． 海外研究者招聘費 0 0 0
７．表彰事業費 160,000 120,000 40,000
ａ． 学会賞表彰事業費 160,000 120,000 40,000
８．事務局費（管理費） 3,936,000 4,130,000 △194,000
ａ． 交通費 200,000 200,000 0
ｂ． 消耗品費 200,000 200,000 0
ｃ． 通信費 106,000 300,000 △194,000
ｄ． 人件費 3,400,000 3,400,000 0
ｅ． 雑費 30,000 30,000 0
９．予備費 0 0 0
ａ． 予備費 0 0 0
ｂ． 特別プロジェクト研究費 0 0 0

支 出 合 計　　 　　　　 17,716,000 16,746,133 969,867
収 支 差 額（収入－支出） △3,665,200 △3,306,033 △359,167

※前期分９万円を含む
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の経費（実費）は著者に負担していただきます．

２．掲載料・非会員の投稿料の改定について
（改定前）
スポーツ産業学研究の掲載料と別刷り料金
「スポーツ産業学研究」に掲載が許可された，
総説，原著論文，研究ノート，事例報告，フォー
ラム，書評については表1に示す掲載料をお支
払いいただきます．
アゴラ（2ページ以内）については掲載料は無
料ですが，超過した場合にはフォーラムと同等
の掲載料を申し受けます．
また，第一著者が日本スポーツ産業学会の非会
員の場合は，投稿料として別途10,000円をご負
担いただきます．

（改定案）
「スポーツ産業学研究」に掲載が許可された，
総説，原著論文，研究ノート，事例報告，フォー
ラム，書評については表1に示す掲載料をお支
払いいただきます．掲載料は全ての区分で同一
です．
アゴラ（2ページ以内）の掲載料は無料ですが，
超過した場合には表１と同等の掲載料を申し受
けます．
また，第一著者が日本スポーツ産業学会の非会
員の場合は，投稿料として別途30,000円をご負
担いただきます．

　下記の通り，投稿規定を提案いたします．
（投稿規定の抜粋，網かけが今回の改定部分で
す．）

１．投稿時の分量上限について
（改定前）
３．原稿の種類と内容
「投稿区分」
（略）
「規定ページ数等」
上記１～３の原稿は，原則として１編につき，
図表，抄録などを含めて刷り上がり８ページ以
内（１ページ の字数は1,722字）とします．ま
た，４の原稿については同じく５ページ以内，
５については２ページ以内とします．超過ペー
ジならびに特別な印刷を要した場合は，その経
費（実費）を著者に負担していただきます．

（改定案）
上記１～３の原稿の投稿時の字数，ページ数上
限は，１編につき，図表，抄録などを含めて
刷り上がり12ページ以内（１ページ の字数は
1,722字，図表は一つあたり，1,800字換算）と
します．また，４の原稿については同じく５ペー
ジ以内，５については２ページ以内とします．
査読の結果，超過する場合においては，その上
限を設定しませんが，掲載の場合には掲載ペー
ジ数分の掲載料をいただきます．
また，特別な印刷（カラー印刷等）を要す場合

（資料－５）

「スポーツ産業学研究」投稿規定の改定について
編集委員会　委員長　児玉ゆう子
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これら3点の変更に伴い，今後の受付原稿，掲載
料は下記の扱いとなります．

①　これまでは，20,000字以上の原稿も受付てき
ましたが，改定以降（2025年10月1日受け入
れ）は，投稿時に図表込み20,664字を超える
ものは，受付ないことを徹底させていただき
ます．査読の経過を経て20,000字を超えた場
合は，査読後の内容を掲載します．

②　2025年10月以降のすべての受付分は，新投
稿料・新掲載料となります．

③　2025年10月以前の投稿であっても，掲載が
26年4月号以降の場合は新掲載料となりま
す．

改定前

ページ数
総説，原著論文，研究
ノート，事例報告

フォーラム，
書評

1～ 5

￥20,000

￥10,000
6 ￥13,000
7 ￥16,000
8 ￥20,000
9 ￥26,000 ￥25,000
10 ￥32,000 ￥30,000

11 ～ 20 ￥12,000増／ページ 掲載不可

21 ～ ￥20,000増／ページ 掲載不可

改定案

ページ数 掲載料

～ 8 ￥30,000

9 ￥40,000
10 ￥50,000
11 ￥60,000
12 ￥70,000
13 ￥80,000
14 ￥90,000
15 ￥100,000
16 ～ ￥20,000増／ページ
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（資料－６）
役員及び運営委員改選について
（2025年7月12日から2028年7月まで）

役　　　　　員
新 旧

会　　　長 尾山　　基（留任） 会　　　長 尾山　　基　　　　

〃 平田　竹男（留任） 〃 平田　竹男　　　　

理　事　長 藤沢　久美（留任） 理　事　長 藤沢　久美　　　　

副 理 事 長 中村　好男（留任） 副 理 事 長 中村　好男　　　　

理　　　事 芦立　　訓（留任） 理　　　事 芦立　　訓　　　　

〃 池田　　弘（留任） 〃 池田　　弘　　　　

〃 井上　智治（留任） 〃 井上　智治　　　　

〃 梶川　裕矢（留任） 〃 大井　義洋（退任）

〃 勝見　文一（新任） 〃 梶川　裕矢　　　　

〃 児玉ゆう子（留任） 〃 児玉ゆう子　　　　

〃 佐々木　卓（新任） 〃 佐野　毅彦　　　　

〃 佐野　毅彦（留任） 〃 杉本　勇次　　　　

〃 杉本　勇次（留任） 〃 高橋　義雄　　　　

〃 高橋　義雄（留任） 〃 武内　紀子　　　　

〃 武内　紀子（留任） 〃 次原　悦子　　　　

〃 次原　悦子（留任） 〃 松尾　哲矢　　　　

〃 松尾　哲矢（留任） 〃 間野　義之　　　　

〃 間野　義之（留任） 〃 三木谷浩史　　　　

〃 三木谷浩史（留任） 〃 水野　明人　　　　

〃 水野　明人（留任） 〃 水野　利昭　　　　

〃 水野　利昭（留任） 〃 渡邉　一利　　　　

〃 渡邉　一利（留任）

顧　　　問 桂川　保彦　　　　 顧　　　問 桂川　保彦　　　　

監　　　事 栗山　貴行（留任） 監　　　事 栗山　貴行　　　　

〃 得田　進介（留任） 〃 得田　進介　　　　

　　（計　　25名）
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運　営　委　員
新 旧

委　員　長 高橋　義雄（新任） 委　員　長 間野　義之（退任）

副 委 員 長 中村　郁博（留任） 副 委 員 長 中村　郁博　　　　

〃 藤本　淳也（留任） 〃 藤本　淳也　　　　

委　　　員 石黒　えみ（留任） 委　　　員 石黒　えみ　　　　

〃 上田　滋夢（留任） 〃 上田　滋夢　　　　

〃 上林　　功（留任） 〃 上林　　功　　　　

〃 遠藤　華英（留任） 〃 遠藤　華英　　　　

〃 小木曽　湧（留任） 〃 小木曽　湧　　　　

〃 菅　　文彦（留任） 〃 菅　　文彦　　　　

〃 児玉ゆう子（留任） 〃 児玉ゆう子　　　　

〃 庄子　博人（留任） 〃 庄子　博人　　　　

〃 田中　弘一（留任） 〃 田中　弘一　　　　

〃 束原　文郎（留任） 〃 束原　文郎　　　　

〃 波多野圭吾（留任） 〃 波多野圭吾　　　　

〃 林　　悠太（留任） 〃 林　　悠太　　　　

〃 舟橋　弘晃（留任） 〃 舟橋　弘晃　　　　

〃 藤岡　成美（留任） 〃 藤岡　成美　　　　

〃 古川　拓也（留任） 〃 古川　拓也　　　　

〃 松下　尚道（留任） 〃 松下　尚道　　　　

〃 松本　泰介（留任） 〃 松本　泰介　　　　

〃 丸　　朋子（留任） 〃 丸　　朋子　　　　

〃 ミョンセヒ（留任） 〃 ミョンセヒ　　　　

〃 横田　匡俊（留任） 〃 横田　匡俊　　　　

〃 吉倉　秀和（留任） 〃 吉倉　秀和　　　　

　　（計　　24名）
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〈シクミネットについて〉
　2021年4月より会員管理・入金管理システムであるシクミネット（https://shikuminet.com/）を導入
して５年目となりました．システム導入・継続にあたり多大なるご協力を賜り，心より御礼申し上げます．

　正会員，学生会員の皆様には以下の内容について当該システム上の「マイページ」よりお手続きをお願
いします．
◦登録情報の編集
◦年会費の支払い
◦当学会主催イベントへの申し込み，入金

　尚，年会費の支払い方法につきましては変更可能ですので，ご都合の良いお支払方法をご選択ください．
決済方法はいつでも変更可能ですが，マイページ「ご請求・お支払い情報」で「決済中」となっているご
請求がある場合は，このご請求の決済完了後から，変更可能となります．
　クレジットカード決済をご選択されている場合，マイページの「ご請求・お支払い情報」ページ中，�
「お支払い履歴」一覧の一番右にあります「領収書」より，領収書の発行が可能です．こちらをご活用く
ださい．但しこの場合，領収書の発行者が「しゅくみねっと株式会社」になります．学会発行の領収書が
必要な場合は事務局までご連絡ください．

　まだログインお手続きがお済でない会員の皆様は，早めのお手続きをお願いいたします．
　本学会の銀行またはゆうちょ口座へ直接お振込みをご希望の方は，事務局までご一報ください．
　その他ご不明な点等ございましたら，下記までお問い合わせください．
◦システムに関して：シクミネット　info-jssi10023@shukuminet.com
◦その他：日本スポーツ産業学会事務局　jssi@spo-sun.gr.jp

〈学会事務局〉
　現在事務局はリモートワーク中ですので，お問い合わせ等ございましたら事務局宛（jssi@spo-sun.
gr.jp）にメールでご連絡くださいますようお願いいたします．

〈新会員紹介のお願い〉　
　日本スポーツ産業学会の会員数は，現在，個人会員が約700名，賛助会員が13団体，法人会員が10団体
です．
　本学会は，設立理念にもありますように，産業界，学界，官界と幅広い分野から会員を募り学会活動を
進めています．学会の趣旨に賛同し，ともに研究を進める仲間を募っています．ご紹介頂ければ幸いです．
　　◦個人会員：学会HPご入会のご案内　 https://jssi.shikuminet.jp/
　　　　　　　　　「会員登録申請」よりお手続き願います．
　　◦法人会員・賛助会員：事務局（jssi@spo-sun.gr.jp）までご連絡願います．

事務局より事務局より
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「スポーツ産業学研究」原稿募集
　「スポーツ産業学研究」の原稿を募集します．奮って寄稿されるようご案内致し
ます．
１．原稿の種類　フォーラム，原著論文（総合研究，理論研究，事例研究，調

査研究），研究ノート，書評，アゴラなど．
２．原稿の採否　編集委員会により投稿分類の妥当性および査読の可否を判定

した後に査読委員が選ばれ査読が依頼される．その査読結果
をもとに編集委員会は原稿の採否を決定し，その結果を投稿
者に通知する．

３．提出する原稿　メールの添付ファイル（ワードかPDF，図表はエクセル可）で
送付のこと．

４．論文の送付先　〒202-0021　東京都西東京市東伏見２丁目７番５号
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　　　　　　　　　　　　日本スポーツ産業学会編集委員会
５．執 筆 方 法　「スポーツ産業学研究」投稿規定（学会ホームページ）を参照．

日本スポーツ産業学会　　「学会ニュース№135」
発行日：2025年10月1日
発行者：日本スポーツ産業学会理事長　藤沢　久美
編集者：児玉ゆう子，中村　好男，元　　晶煜，岡　浩一朗
　　　　小木曽　湧，梶川　裕矢，田中　克昌，萩原　悟一
　　　　藤田　康範，藤本　淳也，舟橋　弘晃
　　　　金子佐知子（事務局）
事務局：〒202-0021
　　　　東京都西東京市東伏見２丁目７番５号
　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　日本スポーツ産業学会事務局
　　　　TEL：042-461-1241
　　　　E-mail：jssi@spo-sun.gr.jp
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